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はなみずき保育園では、子どもたちの健やかな成長のために、 
そして安心安全な保育園生活のためにさまざまな取り組みをしています。 
今回は、園庭での取り組みなどをご紹介します。 

「見守る」保育で子どもの力を引き出す 

 園庭では、季節の野菜や果物を育てています。
食べごろになると、気づいた子どもがもぎとって
食べたり、日によってはみんなで収穫してその場
で調理したり。冬の園庭クッキングで活躍するの
が炭火を使うダッチオーブン！野菜の味がさらに
濃縮され、格別のおいしさが味わえるのが魅力で
す。このオーブンで作った料理なら、苦手な野菜
を食べられる園児もいるほどです。採れたての野
菜と調理さん厳選のダシを使った味噌汁やスープ
で、心も体も温まります。 

レモンと氷砂糖で 
作ったシロップの 
お湯割りも人気♪ 

おいしくて楽しい園庭クッキング！ 

 園庭の豊かな自然や遊具を通して、子どもたち一人ひとりが個性を発
揮し、一歩ずつ成長できるように、当園では「見守る」保育を大切にし
ています。たとえば誰かが高い遊具に登れず苦戦している時、大人が手
を貸すことは簡単です。子どもも遊具の上の世界を体験できれば、喜ぶ
でしょう。けれど、登れないということは、下りられないということ。
場合によっては遊具を使いこなせず、大きな怪我を招く可能性がある 

園庭の植物から広がる子どもの世界 

 四季折々の花や草木がさまざまな姿を見せ、
季節の彩りであふれるクローバー園庭。その時
季に合わせた植物を植え替えたり、必要に応じ
て剪定したりしています。 
 
 たとえば桜の見頃と入れ替わるように黄色の
花を咲かせるモッコウバラ。ツルが伸びてくる
と、ラティス（柵）に巻きつける手入れを行っ
ています。子どもたちはその美しい花びらに目
を輝かせ、おままごとや創作に次々とアイデア
を膨らませて遊んでいます。 
 風や鳥たちが運んでくれた種から野草の芽が
出ることや、オナモミ・数珠の実など昔から子
どもたちが遊びに使っていた植物を保育士が植
えることもあります。 
 
 さらに、いろいろな野菜の栽培では、子ども
たちが種まきから収穫までの過程を体験できる
だけでなく、普段は目にすることが少ない野菜
の茎や葉、根っこなどのすべてが遊びの道具
に！同じ葉っぱでも、形や色、ニオイ、手触り
の違いなど、子どもたちの好奇心から、思いが
けない発見と感動が尽きません。 

園庭の 
野菜たっぷり！ 
ほかほかスープ 

のです。 
 私たちが大切にしているのは、「子ども自身」が挑戦
して知識や技術を身に付けることだけでなく、その過程
にある頑張る気持ちや悔しい気持ちを含めた経験です。
その数々の過程に寄り添い、見守ることが、子どもたち
を本当の意味で成長させるのだと信じています。 
 先日お配りした新しい園庭パンフレットには、そうし
た想いについても記しています。日々、進化している園
庭と、保育への想いを、お読みいただければ幸いです。 
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